
11月は「乳幼児突然死症候群（SIDS）対策強化月間」です
　乳幼児突然死症候群（SIDS）とは、それまで元気だった赤ちゃんが、睡眠中に突然亡くなってしまう原因不明の病気
です。SIDSは、12月以降の寒い季節に発生しやすいと言われているためこれからの季節は特に注意が必要です。

問　子ども家庭センター　親子保健係　☎356-6711

★SIDSから赤ちゃんを守るポイント★
①うつぶせ寝は避けて、仰向けで寝かせる　②妊婦や赤ちゃんの周囲の大人はタバコをやめる　③できるだけ母乳で育てる

問　子ども家庭センター　親子保健係　☎３５６-６７１１

　町では、出産後１年未満のお母さんとお子さんを対象に、安心して子育てできるよう、助産師等の専門スタッフによる
授乳相談や育児相談などができる「産後ケア事業」を実施しています。10月より、利用券の交付枚数を大幅に増やしました。
9月末までに申請済みの方も追加交付の申請ができます。この機会にぜひご利用ください。
対象者：出産後１年未満の母子

産後ケア事業を大幅拡充！「利用券」を各種類7枚ずつ、合計21枚交付します

～産後ケア実施の例～
①心身の相談（保健相談）
②授乳指導および乳房ケア
③沐浴指導
④育児相談
⑤お母さんの休息 など

利用者の声
・育児の不安が減った
・授乳相談ができて良かった
・赤ちゃんの体重を計ってもら
えて良かった

・ゆっくり休めた▲ホームページ
事業の詳しい内容
はこちら

▲申請フォーム
初めて産後ケアの
申請をする方は
こちら

▲追加交付申請フォーム
すでに利用券を

７枚交付されている方で、
追加交付希望の方はこちら

「子育てボランティア」養成講座を開催します！！
子育て支援事業のボランティアをしてみませんか？ぜひご参加ください。

問　利府町ファミリー・サポート・センター事務局　☎７６７-２１９５
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11月11日（水） 午前9時30分～午前11時30分
利府町社会福祉協議会 会議室
子育て支援事業の概要と子育てボランティアについて
※受講後、別日にボランティア活動の見学と実技を2回、実施しますのでご参加ください。
※日程が難しい場合はご相談ください。調整させていただきます。
健康で子どもが好きな町内在住の18歳以上の方（高校生不可）。 ※保育資格や子育て経験は問いません。
無料
11月6日（金）
利府町ファミリー・サポート・センター事務局に直接または電話でお申し込みください。

イベントのお手伝いやおもちゃの制作、
講習会での子どもの見守り等、

活躍しています！！

訪問型

サービスの種類

３種類
合計７枚交付

令和８年９月30日まで

※令和8年9月30日までに
申請された方で、追加交
付希望の方は、下記の
追加交付申請フォームか
らお申し込みください。

デイサービス型

宿泊型

令和８年10月１日から拡充

７枚

７枚

７枚

各７枚
合計２１枚交付

※追加交付枚数は、利用
実績に応じて異なります。

　9月29日（火）に保健福祉センターで開催しました。
　本事業は、物価高騰に伴う子育て世帯の経済的負担を
軽減するとともに、保護者の育児の悩みや困りごとに寄り
添い、必要に応じてさまざまな情報をお伝えしながら、安心
して子育てができる環境をつくることを目的としています。
0歳までのお子さまのいるご家庭に最大3回、紙おむつや
おしりふきなど育児用品を無償でお届けします。配達はみや
ぎ生活協同組合様の子育て経験者であり、研修を受講した
みまもり支援員が行い、お子さまの健やかな成長を一緒に
見守ってまいります。

問　子ども家庭センター　子ども家庭係　☎356-6711

InterView

日中は子どもと過ごす時間が長いの
で誰かと話すことができたり、相談
できる人が来てくれるというのは安
心感があり、一人ではないと感じる
ことができます。

たかはし

髙橋茉有子さん・日凪ちゃん親子
まゆこ ひな

子どもを連れながらおむつの買い物
をするのは大変なので定期的に届け
てもらえるのはありがたいです。
小さい子どもがいる家庭としては見
守ってもらえるのはとても安心感が
あります。

さとう

佐藤裕衣さん・心結ちゃん親子
ゆい みゆ

「利府町乳幼児見守りおむつ等お届け便」
出発式を開催しました

問　農林水産課　農林水産係　☎767-2191

●個人で柿・栗の木等の枝払いを行う場合、高枝電動ハサミ、高枝電動チェンソーを町が貸し出します。ご希望の方は
下記連絡先までご連絡ください。

伐採器具貸し出しのお知らせ

●朝夕の外出は控えるように心がけましょう。
●熊鈴やラジオを鳴らすなど、音でクマに存在を知らせましょう。
●大人数で行動することで遭遇リスクを減らしましょう。

クマへの遭遇防止対策を継続しましょう！

●生ごみ等を屋外に放置しないようにしましょう。
●柿や栗などクマの餌となる果樹は放置せず、早めに収穫しましょう。
●野外での活動時には、ゴミをすべて持ち帰りましょう。

クマの餌となるものの管理に注意！

～クマによる被害を防ぐために～

▲申請はこちら▲詳しくはこちら
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